
 

 

陳  情  文  書  表 

 

受 理 番 号 ・ 受 理 

年 月 日 及 び 件 名 

 陳情第111号（７．２．10） 

危機的状況にある訪問介護事業所への財政的支援等を行うことを求め

る陳情 

陳 情 の 要 旨 １． 訪問介護事業所数（神戸市内）は、「ここ数年横ばい、もしくは

微増」とだけ聞いているが、現状について実態調査をし、公開

（数値）すること。 

２． 訪問介護事業所の廃業・倒産で利用者へのサービス提供が困難に

なった場合、ケアマネジャーの負担増に配慮し、サービス提供の

体制を作ること。 

３． 訪問介護事業所が、安定した経営を維持できるように、平時か

ら、家賃・水光熱費・ガソリン代等々の経済的支援をすること。 

４． 訪問介護職員の離職を防ぎ人員不足を解消するために、費用対効

果の観点で「コウベｄｅカイゴ」プロジェクトの充実を図るこ

と。 

５． 訪問介護職員が本来の業務に専念できるように、無意味・無用だ

と思える提出書類についての簡易化・簡略化を考えること。 

６． 訪問介護のみならず、介護全般における（要介護者の）処遇困難

ケースについては、公的な介護職員を配置し、直接対応をするこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陳 情 者 の 住 所 

及 び 氏 名 

 神戸市灘区 

安心と笑顔の社会保障ネットワーク 

代表 菊地 真千子  ほか１名 

送 付 委 員 会  福祉環境委員会 
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